
№ １

達　成　状　況 評価 考　　察 評価

○読解力及び言語
的表現力の向上を
目指した指導方法
を工夫する。

・各教科・領域、総合的な学習の
時間等において、読む力、話す
力を高める。
・話型、文章表現等の仕方につ
いて、授業の視点に盛り込み、繰
り返し指導していく。

・児童の読む力、話す力の伸長の
ため、児童の実態に応じた継続し
た指導に努めることができた。
・話型を示す掲示物を全学年掲示
するなど、目標を意識して学習指
導に取り組むことができた。

Ｂ

・「話すこと」の指導のおいて
は、目的に応じた話し方や話
し合い方についての具体的な
指導を日々の学習指導で行っ
ていく。

○各学級におい
て、ともに学ぶ力を
高める学習集団を
つくる。

・学習中に自分の考えを確かに
持ち、友だちの考えと比較・検討
する場を設定する。
・学習集団づくりについて、学級
経営の課題として取りあげて実
践する。

・各学級において、個人の思考を大切
にする場や集団で思考を深める場を
設定するなど授業改善に取り組んだ。
・児童アンケートでは、71％が肯定的
である。

Ｂ

・「伝え合う力」を高めるために、目的
意識が働くような学習活動を工夫する
とともに、他者の考えを読み取り代わっ
て説明したりする活動等を取り入れ、
授業改善に努める。

○少人数授業によ
り、個に応じたきめ
細かな指導方法を
工夫する。

・担任と担当の連携を密に
し、個々の状況を的確に把握
し指導にあたる。
・ＴＴ指導の効果的な形態、そ
れに応じた指導方法等工夫
する。

・習熟の程度に応じた指導や、児童の
興味・関心等に応じた学習など、各教
科、単元において個に応じた指導をＴ
Ｔ指導で進めることができた。
・児童アンケートでは79%が肯定的であ
る。

Ｂ

・ＴＴ指導の形態を生かしながら、
児童の実態に応じた発展的な学
習や課題を取り入れていく。
・ＴＴ指導打ち合わせの時間の確
保に努める。

○特別に支援を要
する児童への配慮
や指導の方法を工
夫する。

・にこにこＳＴ、特別支援教育
支援員、学力向上支援員を
有効に活用する。
・特別支援教育の取組方法
について校内研修を行う。

・非常勤講師や支援員等と連絡ノート
による情報共有により、支援対象児童
のニーズに応じた指導ができた。
・特別支援教育校内研修により、考え
方・手法を教員が身につけつつある。

Ｂ

・対象児童の状況変化に応じ
たケース会議や定期的な校内
委員会の実施に努める。

○算数科を中心と
した校内研究を充
実させる。

・全学級担任が校内研究
の視点を持った研究授業
を行う。

・６月２３日の県数研大会では、全学年授業
公開を行い、参観された各地の先生方から
お褒めの言葉をいただいた。
・全学級担任が研究の視点を持った研究授
業を行った。

Ａ

・県数研大会の公開授業及び
研究全体の成果と課題を次年
度の実践に生かす。

○着実な学力向上
対策により、児童
一人一人に成果が
現れる。

・児童一人一人の学力の伸
びが児童に実感できる学力
向上対策を工夫する。
・新教育課程への移行を円
滑に行うと共に、職員研修に
よる内容の周知徹底を図る。

・全校漢字・計算テストの継続した取り
組みや、学習プリント配信システムの
積極的活用等、学力テストの結果分析
をもとに学力向上対策を行った。
・新教育課程周知のための職員研修
を実施した。

Ｂ

・学力向上対策の評価法につ
いて検討し、一人一人の成果
が見えるよう工夫する。
・新教育課程への適切な移行
のための研修の充実を図る。

ふ
る
さ
と
教
育

地域の「ひ
と、もの、こ
と」を積極的
に活用した
教育活動を
工夫する。

○各学年の内容に
ついて焦点化を図
り、外部人材の活
用を促進する。

・「ふるさと教育」で身につけたい
力を明確にし、全体計画、年間
指導計画の見直しを行う。
・地域コーディネーターと共に外
部人材バンクを作成する。
・活動記録を残し、ＨＰ等で情報
を発信する。

・各教科・道徳・特別活動・総合的な学
習の時間で全学年が「ふるさと教育」
の目標に沿った実践が行われた。
・学校ＨＰの更新が遅れ、適時な活動
紹介ができていない。
・外部人材バンクについては、情報収
集は行ったが、完成していない。

Ｂ

・学んだことを他者に発信し、
他者の評価を得て、児童が学
ぶ意義や充実感を味わえるよ
う学習活動を工夫する。
・学校支援地域本部事業での
取り組みと連携し、外部人材
バンクを完成する。

・地域文化の伝承のため、地域の
力を活用してほしい。（例えば盆
踊り等。人間形成の一環として、ま
た、郷土愛を育むために。）
・学校の年間計画と学校支援地域
本部事業の活動計画のすりあわ
せ等、連携強化を期待する。

Ｃ

分
か
る
授
業
の
創
造
に
努
め

、
豊
か
な
学
力
の
定
着
を
図
る

。

確
か
な
学
力
の
推
進

③明確なね
らいを持った
教育活動の
企画と実践。

②少人数授
業や特別支
援の取組に
より、個に応
じたきめ細か
な指導。

・可能な限り、個別にゆっくり丁
寧な指導を心がけてほしい。

Ｂ

①豊かな表
現力を培い、
ともに学ぶ力
を高める学
習集団づく
り。

・地域に戻っても人の話を聞
き、それに対して自分の考えを
おだやかに伝えることを実践
できるようになってほしい。

・言葉による「コミュニケーショ
ン能力」の定着はまだ発展途
上である。重点的な指導が必
要であると思う。

Ｂ

・算数で多くの児童がつまず
いている様子だ。特に低学年
時に算数の楽しさを味わわせ
てほしい。

平成２１年度　学　校　評　価　シ　ー　ト　 江津市立津宮小学校

中期目標（今年度の学校
経営の重点）

短期目標（具体的
な目標）

成果・取組指標（目標達成
のための手立て）

自　己　評　価
改　　善　　策

学校関係者評価
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№ ２

達　成　状　況 評価 考　　察 評価

道
徳
教
育

①教育活動
を通しての道
徳的実践力・
人間尊重の
精神の涵
養。

○いじめのない学
校を目指し、心に
響く道徳教育を推
進する。

・いじめの実態件数ゼロを目指
す。
・道徳の時間の確保と実態に応
じた指導内容の重点化を図る。
・各教科、外国語活動、総合的な
学習の時間及び特別活動に、道
徳的な観点を持たせる。

・いじめにつながる言動や暴力に
対し、教職員が常に危機意識を
持って対処し、指導を続けてきた。
・全学級とも道徳の時間の完全確
保及び心に響く道徳授業のための
教材・指導方法の工夫等授業改
善を行った。

Ｂ

・コミュニケーション能力の弱さや耐性
の乏しさ等から、上手に関わりを持て
ない児童への指導について全教職員
で研修を深めていく。
・道徳性の評価について、児童自らが
成長を実感できるよう働きかける。

・道徳教育は学校だけでの取
り組みでは不十分。子どもを取
り巻く地域・家庭への働きかけ
も必要ではないか。ＰＴＡで取
り組むことも考えはどうか。

Ｃ

○児童理解研修を
充実する。

・全児童を対象とした教育相談を
定期的に行う。
・外部講師を招いてのカウンセリ
ングマインドの手法を生かした生
徒指導研修を行う。

・適時な個別の相談や定期的な教育
相談の機会を生かし、児童の願いや
悩みによりそうよう努めた。
・職員会議や職員室での情報交換に
より、生徒指導上の情報共有が深まっ
た。

Ｂ

・外部講師を招いての研修会
を行う。
・小グループでの事例研究に
より研修を深める。

○自尊感情の醸成
を目指した教育活
動を工夫する。

・授業や学校行事の中での生徒
指導を意識し、児童に達成感・成
就感を持たせる機会を作る。
・褒賞の機会を設ける。

・賞賛の機会が十分に設定できな
かったためか、児童アンケートでは
肯定的意見は38%にとどまってい
る。

Ｂ

・全教職員が、日々の授業や生活
指導において、その子のよさを認
めその場ですぐに褒めるという意
識を持って取り組む。

○へんじができ、
けじめのある行動
がとれる児童の育
成する。

・生徒指導の重点項目とし、全教
職員で指導にあたり、適切に評
価する。
・家庭・地域へ情報を発信し、連
携した指導協力を求める。

・重点項目として実践・評価・改善を行って
きた。
・保護者の評価は55%と低いが、生活目標
を守ろうと努力している児童は68%いる。

Ｂ

・学級の児童の実態に即して、焦
点化して徹底して取り組む。
・家庭との連携、協力をお願いす
る。

○朝読書の充実に
より、落ち着いた朝
のスタートを切る。

・朝読書の時間確保及び図書選
定の指導に努める。
・図書司書を活用した取り組みを
行う。

・学校図書館の環境の改善や、学
校司書配置による「常に人のいる
図書館」となり、朝読書の充実につ
ながっている。

Ａ

・地域ボランティアの活用・充実を
図る。
・児童と図書との出会いの場を広
げることで、図書選定の力を伸ば
す

体
力
の
向
上

①体力・気力
の向上を図
る健康安全・
体育の充実

○重点的な体力づ
くりを行う。

・教科体育では、全学年体力作り
のための運動を取り入れる。
・水泳検定、なわとび検定を行
う。
・走る力・投げる力を伸ばす。

・目標達成のための具体的手立ては
全て実施できた。体力作りを頑張って
いると答えた児童は75%である。
・投げる力を伸ばす運動のための道
具・施設の充実が図られた。

Ａ

・児童の体力の実態や運動に
対する意識の把握に努め、個
に応じた指導を工夫する。
・全校で行う水泳・なわとび検
定を継続する。

安全
対応
能力
の向
上

②危機管理
体制の確立
と安全意識と
ルール遵守
の態度の育
成。

○児童の安全意識
を高め、危険回避
能力を高める指導
を行う。

・学校事故ゼロを目指す。
・職員研修の実施及び各学年で
実態に応じた安全教育を行う。
・毎学期の避難訓練、PTAとの共
催で救急法講習会を行う。

・校内事故9件（1月末現在）、校内で
の怪我は昨年より減少の状態である。
校外生活での安全を意識していると答
えた児童は79%である。
・安全教育、避難訓練、救急法講習は
計画通りに実施できた。

Ｂ

・毎月の校内安全点検による
危険箇所等の把握、早急な修
繕に努めるとともに、児童の危
険回避能力を高める学習・行
事を計画的に組んでいく。

健
や
か
な
体

③食育・生活
リズムの徹
底を図り、児
童の健康の
維持増進を
図る。

○食育、生活リズ
ムの確立を目指
す。

・PTAと連携し、元気っ子を育て
る会を拡充する。
・栄養教諭を活用して食育を推進
する。
・健康教育実践記録を作成し、情
報を発信する。

・元気っ子を育てる会提唱の「早
寝・早起き・朝ごはん、テレビ・ゲー
ムの時間」は91%の保護者が声が
けに努めている。
・健康教育実践記録を作成した。

Ａ

・「食事」「休養・睡眠」「運動」の習慣化
について、ＰＴＡ母親委員会・保体部と
連携して、今後も取り組んでいく。
・養護教諭・栄養教諭と連携したＴＴ指
導による学習を計画的に実施する。

②共感的児
童理解に基
づく生徒指
導の充実。

・カウンセリングの手法を学ぶ
研修会の充実を期待する。

・児童理解については、地域
のスポーツ指導者等の活用も
考えてはどうか。

・大人が率先して見本となるべ
く、よりよい姿を見せるべきであ
る。

Ｃ

③教職員の
共通理解・協
力体制によ
り、社会規範
を遵守する
態度の育
成。

健
康
安
全
指
導
の
徹
底
を
図
り

、
安
心
で

楽
し
い
学
校
の
創
造
に
努
め
る

。

・校内で気を付ける場所を示し
たマップを作成するなど、子ど
も達に安全な生活を意識させ
るよう働きかけてはどうか？

Ｂ

道
徳
教
育
・
生
徒
指
導
の
充
実
に
よ
り
社
会
的
自
己
実
現
を
支

援
す
る

。

生
徒
指
導

中期目標（今年度の学校
経営の重点）

短期目標（具体的
な目標）

成果・取組指標（目標達成
のための手立て）

自　己　評　価
改　　善　　策

学校関係者評価



№ ３

達　成　状　況 評価 考　　察 評価

○教職員の自己目
標達成に向け、具
体的な取組を推進
する。

・学年部、分掌部等での情報交
換の場を設定し、支援体制を整
える。
・学級経営の重点項目にリンクし
た自己目標の設定を行い実践す
る。

・情報交換の場の設定により、個々の
目標達成への手立てや取り組みにつ
いて相談・協力ができ成果を収めた。
・教職員は82%が肯定的な評価を行っ
ている。

Ａ

・個々の目標達成が学校経営の
参画に直結するよう、学校経営の
重点からおろした自己の学級・専
科等経営のポイントと自己目標を
リンクして設定する。

○好ましい人間関
係の構築を目指し
た取組を充実す
る。

・なかよし班活動やなかよし
集会のねらいを明確にし、さ
らなる充実を図る。
・学級集団、登校班、掃除班
等での友だちとの関わり方に
ついて指導する。

・みんながなかよくするために、児童会
や委員会がいろいろなことに取り組ん
でいると感じている児童は87%である。
・登校班や掃除班での児童間のトラブ
ルには、各担当教員が素早く対応し、
指導してきた。

Ｂ

・児童の自発的・自治的な活動が
助長される活動となるよう適切に
指導する。
・友だち同士の関わり方につい
て、その具体的な方法を体験的に
学ぶ学習を組み込む。

安
全
管
理

②施設設備
の保全及び
文書・備品の
管理の徹底
と、安全確保
及び教育効
果を高める。

○安全・環境に視
点を置いた点検を
毎月行う。
○文書及び備品管
理の工夫改善を行
う。

・毎月１５日に環境安全点検を行
う。
・委員会活動での児童による安
全点検を実施する。
・毎学期、遊具の安全点検を行
う。
・文書管理システムの定着を図
る。

・毎月の環境安全点検、遊具の点
検を行った。老朽化による施設・設
備の不備については、市教委等に
報告し、修繕を求め続けている。
・事務職員の働きかけにより、教員
の文書管理・備品管理への意識
化が図られた。

Ａ

・施設設備の安全管理につい
ては、引き続き市教委との連
携を密にし、取り組んでいく。
・文書管理・備品管理の徹底
を図る。

・校庭の整備状況について検
討をお願いする。

Ｂ

③教育活動
に資する校
舎内外の言
語環境の整
備。

○教室や廊下の掲
示について、工夫
改善を行う。

・適切な言葉遣いについて全学年で
実態に応じて指導する。
・定期的な言語環境の点検、アンケー
ト調査による状況把握を、環境整備に
反映させる。
・言語環境の整備について、情報を発
信する。

・生徒指導上、人権・同和教育上の指導も
含めて、言葉遣いについて繰り返し指導し
てきたが、十分と言えない。
・県数研大会を機会に、校舎内外の言語環
境の整備について進めることができた。

Ｂ

・学習指導時、生活指導時共
に話し方・聞き方、敬語、掲
示、校内放送等、教職員で共
通理解を持って指導にあた
る。

④子どもの
感性・情操を
育む自然環
境の創造と
活用。

○「うるおい」と「ぬ
くもり」のある環境
整備を進める。

・子どもたちにとって、「居
心地のいい場所」「お気に
入りの場所」を提供する。
・中庭、ベランダ、階段、校
庭周辺、玄関などを重点
的に整備する。・自然に親
しむグッズを揃える。

・教室や空間の不足という中で掲示物
の工夫や生花による装飾等教室環境
の整備、季節に応じた中庭等の自然
環境の整備により、82%の児童が、勉
強したり遊んだり気持ちよくすごせる学
校と回答しているが、保護者の評価は
61%と低い。

Ａ

・児童の思いや全教職員の考
えを取り入れながら、津宮小学
校ならではの学習・生活環境
の創造に努める。

学
校
間
の
連
携

幼・保・小・中
の学校種間
の連携を図
り、児童生徒
の心豊かで
健全な育成
に資する。

○幼稚園との交流
学習を行う。
○小中学校教職員
の相互交流の場を
持つ。

・津宮幼稚園、のぞみ保
育園との交流を行う。
・中学校の教員、江津高
校英語科教員を招いて授
業交流を行う。
・各関係機関との連携を
密にし、次の校種への円
滑な接続が図られるよう
努める。

・幼稚園、保育園との情報交換、
幼児児童間の交流活動により、幼
児児童についての共通理解を図
ることができた。
・江津高校生徒・教員との授業交
流・授業研究会を実施した。
・特別な支援を要する幼児児童に
ついて情報共有の機会を設定し、
校種間の滑らかな接続に向けて努
力した。

Ａ

・校区の幼稚園・保育所から中
学校までを見通し、各校教職
員が望ましい学習・生活習慣
について継続的に指導できる
よう共通理解する機会を積極
的に設定するよう努める。

・適切に評価されている。

Ａ

豊
か
な
情
操
を
培
う
環
境
づ
く
り
を
す
る

。

学
校
運
営

①教職員の
目標に向か
う協働の姿と
子どもの好
ましい人間
関係の構
築。

・学年を越えた人間関係（縦の
つながり）作りが不十分。

Ｂ

学
習
生
活
環
境

・言葉遣いについては、テレビ
や雑誌等のメディアによる影響
が大きく、学校教育でけでは
解決できない部分が多い。

Ｂ

中期目標（今年度の学校
経営の重点）

短期目標（具体的
な目標）

成果・取組指標（目標達成
のための手立て）

自　己　評　価
改　　善　　策

学校関係者評価



№ ４

達　成　状　況 評価 考　　察 評価

人
権
・
同
和
教

育

①同和教育
を核とした人
権教育を推
進する。

○人権・同和教育
に視点を当てた参
観授業を行う。

・人権・同和教育研修の年
間計画を整理し、職員研
修を充実する。
・人権・同和教育に視点を
当てた参観授業を全学年
実施する。

・10月の参観日は、全学級で人権・同和教
育に視点を当てた参観授業を行った。
・職員研修は計画通り実施できたが、自ら
の人権意識の高揚、人権・同和教育の成立
基盤としての学習環境の整備の点で、さら
なる充実が求められる。

Ｂ

・職員間で何でも話し合える雰囲気
（人間関係）作りに今後も努める。
・家庭や地域社会に対して、人権・同
和教育への理解と協力を得るよう努力
する。
・職員研修のさらなる充実を図る。

・職員間の何でも話し合える雰
囲気という点が不十分。

Ｃ

特
別
支
援
教
育

②特別支援
学級・通級指
導教室・通常
の学級での
個のニーズ
に応える特
別支援教育
を積極的に
推進する。

○特別支援部によ
り、推進体制を強
化する。

・職員研修の機会の確保、内
容及び方法を工夫する。
・担任、担当等との情報交換
を適時に行い、機動性を持っ
た指導に努める。
・個別の支援計画、指導計画
を綿密にする。
・特別支援教育に関わる情報
を保護者に積極的に発信す
る。

・コーディネーターの積極的な働きか
けにより、児童に適切な支援を行うた
めの校内体制が適時改善されるととも
に、担当、担任等の連携が図られた。
・充実した職員研修での学びが、各学
級での指示や課題提示の工夫、ＴＴ等
のきめ細かな指導につながった。
・特別支援教育通信の発行が教職員・
保護者へ回数多く行われた。

Ａ

・校内検討委員会での実態把
握、具体的支援、指導の評価
等検討についてのシステム作
りを推進する。
・障がいにかかわる特性や支
援のあり方などについて、理解
学習やたより等による情報発
信を行い、他の児童や保護者
へ積極的に理解啓発を図る。

・担任、担当者、支援員の更な
る連携による特別支援体制の
充実に期待する。

Ｂ

自己評価については、　Ａ：十分達成　　　Ｂ：ほぼ達成　　　Ｃ：一部に課題がある　　Ｄ：大きな課題がある　　とし、

アンケート結果、実績値などの数値化によって評価する。　その場合、１００％の達成率に対して、Ａ：８０％以上　Ｂ：６０～７９％　Ｃ：４０～５９％　Ｄ：３９％以下とする。　　

改　　善　　策
学校関係者評価

人
権
教
育
・
特
別
支
援
教
育

の
推
進

中期目標（今年度の学校
経営の重点）

短期目標（具体的
な目標）

成果・取組指標（目標達成
のための手立て）

自　己　評　価
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